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Abstra(:t

TheWriters,investigationintothe effectoftheformandsi2,eOfingotsand of

hotworkingprocessesOnthepropertiesof cutlerystee】has disclosed that they

bringaboutnomaterialdifferenceinhardnessandmicrostructurewith theexce-

ptionofsomedifferenceintoughnessagainstbendinginannealedstate･

[Ⅰ]緒 冨

砂鉄系原料鎖から溶製された匁物鋼に就て､鋼塊の形

状と大さ及び製品途上の加工方式の差により､その性能

に如何なる影響を及ぼすかを調べ今後の加工々程に対す

る参考とLた｡

[ⅠⅠ]試料及びその加工方法

試料とLて砂銀系原料餞100%な使用せる白紙2競及

び育紙2競を用いた｡加工方式は次の通りである0

(1)250kg角鋼塊→90mm角(Forge)→製品

(Ro11)

(2)400kg丸鋼塊→製品(RoII)

(1)はノ､ソマ←により90Inm 鍛に角 11000Cに

一同加熱で14同桓-ルを通し､夫々16mIn角とし､

(2)は400kgの丸鋼塊を旋削後､直ちにロールで一同

に90mm■角となし､以下(1)に準じたもので(1)

(2)は同一湯のものである｡白紙2故に於ては加工方式

(2)の場合16mm角の製品が得こ:Jれず､3×50mm平

ものを用いた｡第1表は試料の分析 菓を示す｡

[ⅠⅠⅠ]賛験結果

(1)藁材の硬度及び組織

素材(室冷)の表面硬度及び断面硬度を第1圏に戻す

白紙2競は加工形状が異なるので硬度分布は参考程度iこ

･滑 日立製作所安来7二場

第1表

Tablel

料 の 北 軍 成 分

ChemicalComposition ofSpecimen･

止め､閲は育紙2既の場合のみを京した｡素材硬度は加

工温度及び加工後の冷却條件により異るから硬度忙よる

性能の比較は困 であるが､組織と関連して測定を行つ

た｡白紙2号虎の板状の場合を除き､何れも中心より外部

に向い硬度を減じ表面は脱茨の焉多少硬度は低下する｡

特に育紙2競の場合梢著しい｡顕敏鏡組職は何れも加工

の焉流れをなL､炭化物の形状及び分･布状況は明らかで

ないが何れの場合も大路鍛錬を行ったものが が徴

細である｡之ほ加工方式にもよるが鋼塊の大さ異るため

によるものと考えられる｡

第2～5国ほ上述の素材を7500Cに1時間加熱後墟

中冷却を行ったものゝ顕徴鏡組時を示したもので､炭化

物の大さ並びに分布状態は両者共に殆んど大差は認めら

れない｡

(2)焼入焼戻試験

第6圏は白紙2葺虎､育紙2競フ〕加工方式を欒とた場合



994 昭和26年11月

∠･

▲ノリ

サん

7日

フ■

▲ノ

β花
〃

〃
ガ

首級2号(圧延のみ)

絹牒餉 ･羊こ∴･､モご三

青紙2号(鮫艶圧延)

第1固 素材の硬度分布(Rc)

Fig.1Hardness Dis七ribution of

Specimen(Rc).

の､焼入焼戻硬度の比較を荒す｡白紙ほ水､油何れの場

合も殆んど一致L差異がない｡育紙の場合は焼入の際､

鍛錬を施せるものが僅かに硬度低下を示すが焼戻温度の

上昇に伴い殆んど一致する｡倍硬度ほ何れも2コの試料

の平均である｡但L白紙2競の場合ほ寸法を揃える

3×15×50mnとした｡

(3)屈曲試験

第2固

Fig.2

白紙2鍍(歴延のみ)の焼鈍組 ×400

AnnealingStruCtuSe Of=Shirogami

Nig(i=(RolIon】y.)

箪3園

Fig.3

第33巻 第11競

白紙2鞭(鍛錬､躍進)の焼鈍組織X400〉

AnnealingS七ruc･hlre Of=Shirogami

Nigか'(Rolland Forge).

第4固

Fig.4

青耽2壁(屡延のみ)の焼鈍組織 ×40(〉

AnnealingStruC･hlre Of=Aogami

Nig6)(Rollonly).

第5固 有釈2壁(鍛錬､塵姪)の焼鈍組織×400

Fig･5 AnnealingStruC■如re of=Aogami

Nig6‖(Rolland Forge).

次に鍬陛の一試験とLて屈曲性に及ぼす影響を調べ

た｡その方法は第7圏に示す如くバイスに同じ條件で試

料を掴み2秒毎に1800に手で尿曲し､析離する迄繰込
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節6固:焼戻■濃度と疏既との関係

Fig･6.Re]a■しion between Tempering

Temperattlre and Hardness

節7国 力岳 曲 試 験 法 略 園

Fig･7.Measuring Method of Bending Test

すのであるが､患性的な比較とLてほ充分と考える｡試

料は7500Cに1時間焼鈍径セーパ【で3×15)く200mIn

に切削後加工歪除去の目的で6500Cに 30 分加熱Lた

ものを用いた｡第2表はその2コの試料の平均値を嘉し

た｡

第2表 屈曲試験の結果

Table2･Result ofBending Test

屈曲国教

硬壁(RTl)

硬度の同曲同数に及ぼす影響は最も大きいとされてい

るが第2表に於ける程度の硬度差でほさほど屈曲同敬を

左右せL･めるとは考えられない｡育紙2批の場合ほ鍛崩

せる場合の方が却って硬度が高い｡而して両者共鍛錬せ

るものが屈曲同数は著Lく大である｡

倍此の試験に於て､試料のバイス医者部より下の部分

を用いて再比同曲試験を行ったが､此の場合ほ何れも屈

曲同数を滅ずる｡即ち白紙のロールのみの場合は平均

35同鍛鎌Lたものほ62同､背馳まロールのみは2■7同

鍛鉄の場合30同であつ~~こ旧教ほ低下するがその傾向に

堅りほない｡文体_l卜時矧･こよっても相常違いを生ずる｡

瞳
自巳 1r〓附 と屈曲同数がJ 加することは梗努旧復現象

に基√二もので本試灘では特に注意した｡屈曲同数大なる

ものは割れを生じ難く､又割れを生じてからも折れる迄

の同数が多い様である｡

は焼鈍の場合の比較であるが貿 重責
ワ11 入して匁

物にLた場合ヰ)鍛錬Lた方がやはり多少掛性がよく切味

も増すものと考えられる｡

[ⅠⅤ]結 冨

以上の結果を要約ナれば次の如くである｡

(1)焼人及び焼鼻･こよる硬度ほ殆んど攣りない｡

(2)炭化物の大さ､分布状態は殴り大差ない｡

(3)焼鈍の場合の蜘性は

みのものに比L壕秀である｡

錬を施したもりが 延の

匁物鋼の性能に放で切味は最も重要であるが試験許及

び粗相の関係で賓施出来なかったが之に就ては改めて追

加塩敦を行う認定である｡
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